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三股町交流拠点施設整備事業 各種委員一覧

審議会 幹事会

No. 所属 役職 氏名 No. 所属 役職 氏名

1 三股町役場OB 渡邊 知昌 1 三股町役場 副町⻑ ⻄村 尚彦

2 三股町⾃治公⺠館連絡協議会 会⻑ ⻄⼭ 繁敏 2 三股町役場 教育⻑ 石崎 敬三

3 南九州大学 教授 関⻄ 剛康 3 三股町役場 総務課⻑ 白尾 知之

4 三股町商工会 会⻑ 廣瀬 吉弘 4 三股町役場 会計課⻑ 米村 明彦

5 女性団体連絡協議会 会⻑ 森 秋生 5 三股町役場 税務財政課⻑ ⿊⽊ 孝幸

6 都城土木事務所 所⻑ 馴松 義昭 6 三股町役場 町⺠保健課⻑ 横田 耕二

7 都城工業高等専門学校 准教授 杉本 弘文 7 三股町役場 福祉課⻑ 齊藤 美和

8 宮崎県建築士会 会⻑ 松竹 昭彦 8 三股町役場 農業振興課⻑ 上原 雅彦

9 ＮＰＯ法人宮崎県ノルディックウォーキング協会 理事 細山田 三保子 9 三股町役場 都市整備課⻑ 福永 朋宏

10 宮崎銀行三股支店 ⽀店⻑ 横山 道徳 10 三股町役場 環境⽔道課⻑ ⻄畑 博⽂

11 三股町役場 議会事務局⻑ 兒玉 秀二

検討委員会 12 三股町役場 教育課⻑ 鍋倉 祐三

No. 所属 役職 氏名 13 三股町役場 企画商⼯課⻑ ⻄⼭ 雄治

1 三股町役場 副町⻑ ⻄村 尚彦 14 三股町役場 ⾼齢者⽀援課⻑ 川野 浩

2 三股町役場 教育⻑ 石崎 敬三

3 三股町⾃治公⺠館連絡協議会 副会⻑ 若宮 廣志 作業部会

4 三股町体育協会 会⻑ 中村 新 No. 所属 役職 氏名

5 三股町保育会 会⻑ 福永 譲二 1 三股町役場 課⻑補佐 上村 とも子

6 三股町校⻑会 代表 内村 浩二郎 2 三股町役場 副主幹 中村 三和子

7 三股町老人クラブ連合会 会⻑ 大浦 芳英 3 三股町役場 係⻑ 飛松 誠一

8 三股町文化協会 会⻑ 井上 美智子 4 三股町役場 技師 上村 愛梨沙

9 三股町商工会女性部 部⻑ 緒方 美穂 5 三股町役場  地域おこし協力隊 笠島 一郎

10 三股町商⼯会⻘年部 部⻑ 園田 裕樹

11 三股町女性経営者代表 山元 幸代 事務局

No. 所属 役職 氏名

1 三股町役場 企画商⼯課⻑ ⻄⼭ 雄治

2 三股町役場 課⻑補佐 宮原 一道

3 三股町役場 係⻑ 河野 藤吉

4 三股町役場 主査 宮元 啓彰

5 三股町役場  地域おこし協力隊 清山 美咲
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三股町の魅力倍増計画アンケートヒアリング調査（五本松住宅跡地利用） 

 

実 施 日：平成 30 年 6 月 15 日（金）～17 日（日）11：00～15：00  

     町外からの来場者が多い「モノづくりフェア 2018」開催にあわせて実施 

場  所：三股町武道体育館（駅前、五本松住宅に近い場所） 

目  的：来場者が多いイベントで観光動向調査を行い、施設整備した場合の賑わい時利用

可能性の調査参考とするため。 

[町外]イベント開催時（賑わい時）の来場者がどこから来て、他に興味のあるも

のを調査する。 

[町内]有料でも利用する公共施設、住むきっかけを調査する。 

また、職員が試行的に調査することで、今後の調査項目を洗い出す。 

調査方法：来場者にアンケートを用い都市整備課職員（１～2 名／時間）がヒアリング実施  

調査項目：別紙 

 

結  果：148 枚 200 人分（町内 60 人、町外 140 人） 

金曜１名 3 時間 29 枚、土曜 2 名 3 時間 44 枚、日曜 2 名 4 時間 75 枚 

（1 名 1 時間当たり 7～9 枚） 

具体的な数値など詳細は資料のとおり 

 

考  察：魅力的なイベントであれば 50km 圏内を誘客圏域と設定できる。広域的な集客力

を高めようとすれば、町の中心部に位置し、横軸の都城北郷線に接している五本松団地跡

地がもつポテンシャルは大きな魅力である。北部の 269 号線、中央部の都城北郷線、南部

の 222 号線を横軸に広域的に集客を図り、北・中央・南を都城東環状線、財部・庄内・安

久線を縦軸に連絡させ、一箇所で終わっていた入り込み客を町全域に行き渡らせるイメー

ジ。 

跡地に整備されるものや使われ方、知名度や情報発信力次第では、都城北郷線の軸とし

ての機能強化にもつながる。しかし、ここだけでは効果は薄いので、やはり連携が重要。 

「食」は多くの人が好む「立ち寄り先」だったが、日曜日に紹介できる店舗が少ないの

は寂しい。 

図書館、公園、飲食店など組み合わせによる「立ち寄らせる仕掛け」で本町も充分「小

旅行先」としてアピールできる。県内でも都城・三股は文化圏が異なるがゆえ（方言も違

う）、日帰りのお出かけであっても、小旅行的な感覚になる。 
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問１ 年代 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問２ 性別 

 

 

 

 

 

 

問３ 町内に住むきっかけは？（複数回答可） 

一番多かったのは「生まれた町だから」52％だった。次に「仕事の都合」、「通勤通学に

便利だから」「買い物や生活がしやすい立地だから」「気に入った家（土地）があったから」

と住環境の良さを選んだのは 20％。子育て支援を理由に挙げた人は 5％と少なかった。 

 

 （人） 

三股町にすむきっかけ 人数 

生まれた町だから 33 

仕事の都合 6 

旦那さんの出身地 5 

気に入った家（土地）があったから 5 

通勤・通学に便利だから 4 

買い物や生活がしやすい立地だから 4 

子育て支援が良いから 3 

奥さんの出身地 2 

親の仕事の都合 2 

  

 

 

   

年代  人数 

10 代  2 

20 代  4 

30 代  21 

40 代  4 

50 代  16 

60 代  10 

70 代  3 

合計  60 

  

性別 人数 

女性 38 

男性 22 

資料 

１．町内  
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問４ 町内にあったら有料でも利用したい公共施設はありますか？（複数回答可） 

 屋内プールは、子ども用プールが多かった。 

 温泉と答えた人に町内でも本当に行くのか聞くと「迷う」「悩むが高城でも知り合いに会

うから同じ」という意見だった。 

 「その他」はエアロビ室、ヨガ室、おしゃれな店など。新たな施設整備ではなく「図書館

の本の充実」という意見もあった。 

施設名  人数 

雨天炎天下でも遊べる公園 21 

温泉 19 

屋内プール 17 

フィットネスジム 10 

カルチャースクール 5 

美術館 2 

市内にない施設 2 

カフェ 2 

ゴルフ場 2 

ない 2 

その他 8 

 

 

問１ 住所地 

都城市と宮崎市の割合はほぼ同じで回答者全体の約 7 割が２市だった。「50km 圏内」から

の来場者は 117 人で約 8 割。「50km 以上 100km 未満」は、鹿児島市、姶良市、鹿屋市、人

吉市、西都市、高鍋町、都農町。「100km 以上」は、延岡市、日之影町、日向市、天草市。 

フェアを知った理由は、宣伝効果、リピーター、一度来たことがある人の勧めによるもの

が大きいようだった。連日来場している人も複数いた。 

住所地名 人数 

都城市 50 

宮崎市 48 

50km 以上 100km 未満 14 

100ｋｍ以上 9 

串間市 4 

日南市 4 

綾町 3 

曽於市 3 

高原町 3 

志布志市 2 

合計 140 

※50km 圏内のみ地名を明記 

２．町外  
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問２ 年代 

年代 人数 

10 代 1 

20 代 8 

30 代 26 

40 代 11 

50 代 28 

60 代 44 

70 代 16 

80 歳以上 3 

不明 3 

 

問３ 性別 

性別 人数 

女性 94 

男性 45 

不明 1 

 

問４ 今日「モノづくりフェア」以外に立ち寄る予定の場所はありますか？（複数回答可） 

「ない」が一番多く 49 人でそのうち 30 人が都城市外の人だった。 

「よかもんや、駅」と答えた人はスタンプリー参加者が多かったが、「よかもんや」のハン

ドメイドイベント目的と答えた女性も複数いた。 

 また「どこか良い場所があればランチ」という人も多く、調査時に尋ねられたのでガッ

ツリランチを紹介した。やはり、日曜日に開いている店が少ないのが残念。 

 

立ち寄る予定の場所 人数 

ない 49 

よかもんや、三股駅 32 

ランチ 17 

あじさい公園（山之口、高原） 7 

買い物 10 

じゅぴあツアー 4 

町立図書館 3 

市立美術館 3 

温泉 3 

スイミングスクール 2 

マルマルマルシェ 2 

その他 9 
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問５「モノづくりフェア」以外で三股町に来ることはありますか？（複数回答可） 

 「来ない」が 74 人で約 5 割がフェア目的に来町していた。「来ない」と答えた人の住所で

多かったのは、宮崎市 26 人、都城市 10 人、串間市 4 人だった。フェアのイベント力と

PR の高さが調査により明確になった。一方で、この機会を利用して本町の魅力をアピー

ルする必要性を感じた。 

「来る」場所で多かったのは、図書館、よかもんや、椎八重公園つつじまつりだった。上

米公園と回答した人は、春のさくらまつりと遊具広場と両方いた。 

「その他」は、子どもの習い事送迎、ふるさとまつり、まちドラ、早馬まつりなどだった。 

 都城市にある施設を三股町と勘違いしている人も数人いた。 

 

フェア以外で三股町に来るか 人数 

来ない 74 

図書館 12 

椎八重公園つつじまつり 10 

よかもんや 10 

実家、親類の家 7 

上米公園 6 

ランチ 6 

スーパー 6 

文化会館 5 

その他 23 

合計 159 

 

問６ 町内にあったらいいなと思う公共施設はありますか？ 

 回答した人は少ないが「お食事どころ」「図書館にイートインスペースが欲しい」「温泉」

「カフェ」「花火大会」などだった。 

 

 

・フェアでの「うまいもんコーナー」が暑すぎた。涼しいところで食事がしたい。（宮崎市

70 代女性） 

・イベント楽しかったありがとう（複数名） 

・3 日間連続で毎日違う友達と来場。昔から「忍者町」というが、道がわかりにくい。今

年は交差点に看板があって良かった。大福食堂にもあると助かる（宮崎市 60 代女性） 

・高城の出身。三股町はコンパクトで良い。羨ましい、頑張って（都城市 60 代夫婦） 

・三股町はイベントが多数ある。（複数名） 

・ランチに「カフェミヤビ」に行こうとしていたが休業中。日曜日だったので「あじまる」

を紹介した。 

３．その他 お客様の声 
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・子どもＯＫの「ふくよし」がお気に入りでよく行く（都城市 30代女性 G） 

・三股はイベントが素晴らしいと褒めてもらいました 

・今年初めてまちドラに来たが楽しかった。来年も来たい（都城市 30代女性） 

・図書館、文化会館が素晴らしい（高原町 40代女性） 

・三股町は施設が整っている（延岡市 30代女性） 

・（本好きさん）都城市立図書館の本は並べてあるだけ今後に期待している。三股町立図

書館の方が本のレイアウトが見やすくおススメの本も選びやすいとのお褒めの言葉（都

城市 30代夫婦） 

 

 

[調査項目、手法] 

・世帯構成も聞いたほうがいいのかも（小さい子どもがいるのか、高齢者世帯なのか） 

・屋内プールは、子ども用レジャーか公認プールか聞いたほうが良い 

 小さい子どもがいる家庭は、子ども用レジャープールだった 

・温泉は、あれば行くかなという感じ。突っ込んで、知っている人がいる場所の温泉に行く

か？と聞くと「それも考えるよね～」という反応もあった。 

・町外来場者には来た路線を聞いていいかも 

・来場手段も聞く必要があるか（殆どが車だと思われるが） 

・「なぜモノづくりフェアに足を運んだのか？」「ものづくりフェアに来た目的は？」という

質問もしてみれば良かった。ひとの行動を促がす原動力、魅力とは…？ 

・ヒアリングは突っ込んだ話や観光施設や道案内も出来て良いが、町内の人は知った顔だと

内に秘めたことを言えないのかもしれない。 

・聞きやすい人を無意識に選んだのか・・回答者は町外者が圧倒的に多い。来場者すべてに

聞いていく訳ではなかったので、町外率が高かったのか？ 

・聞き手が自然と聞きやすい年代に聞くので、いろんな年齢層にアンケートができなかった。

調査 3 日目は若い世代を狙って聞くようにした。 

 [モノづくりフェアに対する声] 

・イベントが「コンパクトな会場」で見やすい。 

・高齢者の方からトイレの場所をよく聞かれた。 

（イベントサインの「ＷＣ」標記がトイレと分らないのかも） 

・モノづくりフェアに対する好評価な感想が大多数だった。昨年度来場者した家族や知人に

誘われて来たという人もいた。 

[お客さんの傾向] 

・モノづくりフェアでは体験できるブースにお客さんがたくさんでした。 

・町外の方が多くてびっくりでした。 

・小さい子連れも多くて、この前の「まちカフェ」みたいに、子どもが積み木とかで遊べる

スペースがあれば良いかなと。 

・美味しいご飯を食べられる所を良く聞かれた。 

・「さくら」「つつじ」「あじさい」など「花」を目的に観光する人が多いことを実感した。 

４．アンケートヒアリング調査を実施して気づいたこと・感想  
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三股町の魅力アップ計画アンケートヒアリング調査（五本松住宅跡地利用） 

 

実 施 日：平成 30 年 7 月 5 日（木）12：30～13：50 赤ちゃん健診（2 ヶ月～1 歳児） 

          7 月 19 日（木）12：30～13：00 2 歳 6 ヵ月児健診（歯科健診） 

          7 月 26 日（木）12：30～13：00 1 歳 6 ヵ月児健診 

          9 月 6 日（木）12：30～13：00 赤ちゃん健診（2 ヶ月～1 歳児） 

場  所：三股町健康管理センター 

目  的：町民のうち子育て世代をターゲットに調査する。（付き添いの祖母も含む） 

調査方法：健診が始まる前の待ち時間にアンケートを用い都市整備課職員１又は 2 名でヒア

リング実施  

調査項目：別紙 

結  果：86 枚 86 人分（町内 86 人） （職員 1 名 1 時間当たり 8 人～20 人） 

具体的な数値など詳細は資料のとおり 

 

考  察：回答者は、乳児の子育て世代だったが、30 代が約 60％だった。本町に住む理由

で多かったのは「結婚」が 23％で「子育て支援が良いから」「生まれた町だから」がつい

で 20％、「気に入った家や土地があったから」と「買い物や生活がしやすい土地だから」

を選んだのは合計 23％だった。中には、転勤がきっかけで住み、本町を気に入ったので

家を作ったという県外からの移住者もいた。 

普段良く利用する施設は、「公園」45％と一番高く、上米公園、五本松児童公園をよく

利用するとのことだった。ついで「図書館」、「子育て支援センター」で、都城市の施設を

利用する人も複数いた。「温泉」も少数だが利用していた。 

何に力を入れるべきかについては、子育て世代へのアンケートだったので「子どもの遊

び場」が 48％で最も多かった。「ひとが集まる」「大人がゆったりとする」空間も合計する

と 26％と多く「食」も 13％だった。若い世代だが「自然」と答えた人も 9％いた。これ

らの意見を複合的に組み合わせることで施設整備の参考になると思われる。 

有料でも利用したい公共施設は、「雨天炎天下でも遊べる公園」41％、「屋内遊びプール」

32％、「温泉」14％「フィットネスジム」7％「競技用プール」は３％だった。「現在の子

育て支援センターが狭い」「稗田に公園がない」「チャレンジショップ」という意見もあっ

た。 

アンケートヒアリングを実施する中で、「何ができるか楽しみにしている」という声も

あったが、「五本松団地」の場所が分らない人も複数名いたので、そもそも生活の中で「中

心地ゾーン」への関心が薄いのではないかと懸念される。 

上米公園から中心地ゾーンへ周遊できるマップを作成するなど中心地ゾーンを普段の

生活に何気なくアプローチできるツールがあると良いのではないか。 

子ども抱きながら健診の順番待ちの時間に実施したが、みんな快く回答された。 
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問１ 年代 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問２ 性別 

    

 （人） 

性別 人数 

女性 83 

男性 3 

合計 86 

 

 

 

 

問４ 町内に住む理由は？（複数回答可） 

  

三股町にすむきっかけ 人数 

結婚 29 

子育て支援が良いから 26 

生まれた町だから 26 

気に入った家（土地）があったから 22 

買い物や生活がしやすい立地だから 11 

通勤・通学に便利だから 11 

仕事の都合 2 

その他 1 

 

 

 

 

 （人） 

年齢 人数 

10 代 1 

20 代 23 

30 代 55 

40 代 4 

50 代 2 

60 代 1 

合計 86 

資料 
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問５ 普段よく利用する施設や場所はありますか？（複数回答可） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問６ 三股町を「さらに住みやすい」「みなさんが自慢できるようなまち」になるために何

に力を入れるべきだと思いますか？（複数回答可） 

 

何に力を入れるべきだと思いますか 人数 

子どもの遊び場 74 

ひとが集まる空間 22 

食 20 

大人がゆったりできる空間 18 

その他 11 

自然 9 

 「その他」は、公園、すべて、農業 

  

問７ 町内あったら有料でも利用したい公共施設はありますか？（複数回答可） 

 

有料でも利用したい公共施設 人数 

雨天炎天下でも遊べる公園 75 

屋内遊びプール 58 

温泉 26 

フィットネスジム 12 

屋内競技用プール 5 

カルチャースクール 5 

その他 1 

・ 

普段よく利用する施設や場所 人数 

公園  51 

図書館 25 

子育て支援センター 16 

温泉 8 

カフェ 7 

フィットネスジム 3 

その他  3 



1 

 

 

三股町の魅力アップ計画アンケートヒアリング調査（五本松住宅跡地利用） 

 

実 施 日：平成 30 年 7 月 20 日（金）12：30～13：50 特定健診（2 地区前半） 

場  所：三股町健康管理センター 

目  的：町民のうち 40 歳以上をターゲットに調査する。 

調査方法：健診が始まる前の待ち時間にアンケートを用い都市整備課職員 2 名でヒアリング

実施  

調査項目：別紙 

結  果：34 枚 34 人分（町内 34 人） （職員 1 名 1 時間当たり 17 人） 

具体的な数値など詳細は資料のとおり 

 

考  察：回答者は、2 地区前半に住む 40 歳以上だったので、70 代が 38％、60 代が 32％

と高齢者が多かった。本町に住む理由で多かったのは「生まれた町だから」が 49％で「気

に入った家土地があったから」が 20％だった。中には、娘の嫁ぎ先で本町を気に入った

ので移住してきたという人もいた。 

普段良く利用する施設は、「図書館」32％、「温泉」32％と多く、都城市営の温泉を利用

していた。次に「公園」が 22％と散歩や孫の遊び相手で上米公園をよく利用するとのこと

だった。 

何に力を入れるべきかについては、「大人がゆったりとする」と「ひとが集まる」空間を

合計で半数を占め、孫を意識してか「子どもの遊び場」も 21％だった。 

有料でも利用したい公共施設は、「温泉」が 32％と最も多く、次に「フィットネスジム」

が 20％と健康のための施設利用が多かった。また、「雨天炎天下でも遊べる公園」も 18％

と多く、みんなが使える場として「屋根付き広場」は全世代にニーズがあるのではないか

と思われる。また、「上米公園を上まで歩けるようにして欲しい」「車なしでも生活ができ

るようにして欲しい」「小規模でも町民がホットできるカフェ併設の温泉が欲しい」とい

う意見もあった。 

アンケートヒアリングを実施する中で、「都城市の温泉を利用する時に市民ではないか

ら利用料が高いのが嫌だ」と熱く話された人もいった。80 歳以上の人も数人答えてくれ

たが、5 年後に完成する予定と答えると「5 年後は生きているか分からないからね～」と

笑って話してくれた。 

今回は特定の地区の実施だったが、広げていくと傾向の違いが分かるかもしれない。 
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問１ 年代 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問２ 性別 

 

 （人） 

性別 人数 

女性 22 

男性 11 

未記入 1 

合計 34 

 

 

問４ 町内に住む理由は？（複数回答可） 

 

三股町にすむきっかけ 人数 

生まれた町だから 19 

気に入った家（土地）があったから 8 

結婚 6 

買い物や生活がしやすい立地 2 

その他 2 

通勤・通学に便利だから 1 

子育て支援が良いから 1 

 

 

 

 

 

 （人） 

年齢 人数 

40 代 4 

50 代 2 

60 代 11 

70 代 13 

80 歳以上 3 

未記入 1 

合計 34 

資料 
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問５ 普段よく利用する施設や場所はありますか？（複数回答可） 

 

普段よく利用する施設や場所 人数 

図書館 9 

温泉 9 

公園 6 

カフェ 2 

フィットネスジム 2 

その他 5 

 

 

 

問６ 三股町を「さらに住みやすい」「みなさんが自慢できるようなまち」になるために何

に力を入れるべきだと思いますか？（複数回答可） 

 

何に力を入れるべきだと思いますか 人数 

大人がゆったりできる空間 16 

ひとが集まる空間 13 

子どもの遊び場 12 

自然 4 

その他 4 

食 3 

IT 3 

農業 2 

「その他」は、 

  

問７ 町内にあったら有料でも利用したい公共施設はありますか？（複数回答可） 

 

有料でも利用したい公共施設 人数 

温泉 16 

フィットネスジム 10 

雨天炎天下でも遊べる公園 9 

その他 5 

カルチャースクール 4 

屋内遊びプール 3 

屋内競技用プール 3 

 



三股町　まちづくりアンケート　集計結果

　平成30年11月10日、11日に行われたふるさとまつり会場において実施した「まちづくりアンケート」の集計
結果について、以下の通りまとめた。

１．アンケート回答総数＝１００人
　　※１００枚準備し、１日目４０名、２日目６０名回答

２．年代集計 回答者は、６０代が最も多かった。男性より女性が多かった。

３．住まい集計 回答者は、町内にお住まいの方が最も多かった。

４．まちづくりで、特に力を入れてほしい分野は何ですか？（２つ選択）

＜考察＞
・全体では「子ども子育て」が３１で最も多いが、
このうち２６は４０代以下である。
・５０代以上では「地域活性化」「地場産業
の活性化」が多いが、４０代以下では
どちらも少ない。
・４０代以下では「学力向上」も多い。
・子育て世代と、シニア世代の
ニーズの違いが表れている
・世代に共通するニーズとしては
「中心部の活性化」「健康づくり・
スポーツの振興」があげられる。

年代
合計 男性 女性

１０代 1 0 1
２０代 6 2 4
３０代 19 2 17
４０代 20 8 12
５０代 18 7 11
６０代 21 11 10
７０代以上 15 3 12

100 33 67

住まい
合計 男性 女性

町内 79 28 51
都城市 15 2 13
県内 5 3 2
県外 1 0 1

100 33 67

男性 女性 男性 女性 男性 女性 男性 女性 男性 女性 男性 女性 男性 女性
駅や役場周辺など中心部の活性化 1 1 3 2 2 1 3 1 1 1 4 20
地域、集落の活性化 2 1 2 2 1 5 2 2 5 22

公共交通の利便性向上 3 1 2 1 1 1 9
安心安全で快適な住環境の整備 1 2 3 3 1 1 3 1 2 17
町の財政の健全化 2 1 1 1 2 1 2 10
地場産業の活性化（農商工） 1 1 2 4 4 4 3 19
観光地や特産品の開発、PR 1 1 1 3 1 2 2 2 1 4 18
人口維持、過疎対策 2 1 3 1 7
健康づくり、スポーツの振興 2 2 3 3 2 2 1 1 5 1 22

高齢者や障がい者の福祉 1 1 2 1 2 1 1 4 13
子ども、子育てに関する福祉 1 1 1 13 4 6 2 3 31

小中学校の学力向上 1 10 2 3 3 1 20
2 4 7 4 38 20 24 15 19 24 18 6 27 208

70代10代 20代 30代 40代 50代 60代

男女別集計 年代別集計
男性 女性 １０～４０ ５０～

駅や役場周辺など中心部の活性化 6 14 20 9 11 20
地域、集落の活性化 10 12 22 5 17 22
公共交通の利便性向上 2 7 9 6 3 9
安心安全で快適な住環境の整備 8 9 17 10 7 17
町の財政の健全化 4 6 10 3 7 10
地場産業の活性化（農商工） 8 11 19 2 17 19
観光地や特産品の開発、PR 4 14 18 6 12 18
人口維持、過疎対策 5 2 7 0 7 7
健康づくり、スポーツの振興 8 14 22 12 10 22
高齢者や障がい者の福祉 5 8 13 4 9 13
子ども、子育てに関する福祉 10 21 31 26 5 31
小中学校の学力向上 3 17 20 16 4 20

73 135 208 99 109 208



５．今後、整備してほしい施設や設備はありますか？（２つ選択）

＜考察＞
・全体では「ゆったりくつろげる広場」が最も
多い。世代差はあまり見られないが、
男女差は大きい。
・次に「炎天下や雨の日に遊べる」が多く、
３０代４０代女性のニーズが強い。
子ども連れて出かける機会が多い人に
望まれる施設である。
・温泉、温浴施設は３番目に多い。

６．出かけ先を選ぶ時のポイントについて教えてください。（２つ選択）

＜考察＞
・「駐車場が豊富」が突出して多い。
・つぎに「ゆっくりくつろげる」が多く
「おいしい食べ物」が続く。
・「子どもが遊べる」も多く、若い世代の
女性のニーズが高い。

＜総括＞
・アンケート総数は１００人で、多くはないが、男女別、世代別にニーズの違いは確認できたのではないか。
・子ども子育て、子供の学力に対するニーズは当然ながら子育て世代の女性に強く表れている。
・全体的には、「駐車場が豊富」で「ゆったりくつろげる」ような空間に対するニーズが強いものと思われる。
・気軽に出かけられ、のんびりと思い思いの時間を過ごせるような施設が望まれるのではないか。
・リラックス・リフレッシュという面から、温浴施設に対するニーズも、ある一定は見込めるのかもしれない。
・子育てに関する施設整備は、町の施策に直結するので、複合施設の核に位置付けることができる。
・カルチャーセンターも施設の候補に挙げているが、今回のアンケートでは、それほど多くはなかった。
・カルチャーセンターの計画については、文化系の関係者にニーズ調査する必要がある。

男性 女性 男性 女性 男性 女性 男性 女性 男性 女性 男性 女性 男性 女性
大人も子供もゆったりくつろげる広場 1 3 1 10 3 7 1 2 2 6 1 6 43

長時間滞在できるカフェ 1 1 1 5 2 5 2 3 2 22
様々なカルチャースクールが集まる施設 1 1 1 2 1 2 3 11
生活雑貨などの商業施設 1 4 1 2 5 5 2 1 3 24
炎天下や雨の日でも子供が遊べる施設 1 1 1 9 3 5 1 2 4 2 2 31

地域活動に利用できる設備 1 1 2 3 1 3 2 13
温泉、温浴施設 5 2 5 2 4 3 3 1 4 29
体力づくり、健康づくりできる設備 1 1 1 2 2 2 2 3 1 1 3 19

2 3 8 3 35 15 25 12 20 21 17 6 25 192

10代 20代 30代 40代 50代 60代 70代

男女別集計 年代別集計
男性 女性 １０～４０ ５０～

大人も子供もゆったりくつろげる広場 8 35 43 25 18 43
長時間滞在できるカフェ 3 19 22 15 7 22
様々なカルチャースクールが集まる施設 4 7 11 2 9 11
生活雑貨などの商業施設 9 15 24 6 18 24
炎天下や雨の日でも子供が遊べる施設 10 21 31 20 11 31
地域活動に利用できる設備 9 4 13 4 9 13
温泉、温浴施設 8 21 29 12 17 29
体力づくり、健康づくりできる設備 9 10 19 7 12 19

60 132 192 91 101 192

男性 女性 男性 女性 男性 女性 男性 女性 男性 女性 男性 女性 男性 女性
駐車場が豊富でとめやすい 1 1 1 1 11 4 9 1 3 7 7 1 10 57

人が賑わっている 1 1 1 1 2 2 2 1 2 13
美味しい食べ物 1 2 5 4 4 3 8 2 4 2 2 37
運動できる 3 3 2 1 2 1 4 16
ゆっくりくつろげる 2 5 4 3 6 3 7 4 1 3 38

子どもが遊べる 1 2 2 12 3 5 2 2 1 2 32
ペット可 1 1 1 2 5

2 3 8 4 36 18 25 13 20 21 20 5 23 198

60代 70代10代 20代 30代 40代 50代

男女別集計 年代別集計
男性 女性 １０～４０ ５０～

駐車場が豊富でとめやすい 15 42 57 28 29 57
人が賑わっている 5 8 13 3 10 13
美味しい食べ物 11 26 37 16 21 37
運動できる 5 11 16 8 8 16
ゆっくりくつろげる 18 20 38 14 24 38
子どもが遊べる 8 24 32 25 7 32
ペット可 2 3 5 2 3 5

64 134 198 96 102 198



三股町まちづくりアンケートヒアリング調査（五本松住宅跡地利用） 

 

実 施 日：令和元年 6 月 15 日（土）～16 日（日）11：00～15：00  

     幅広い方から「まちづくりアンケートヒアリング調査」にご協力いただくために、

町外からも多くの人が来場される「モノづくりフェア 2019」の開催にあわせて

実施 

場  所：三股町武道体育館 

目  的：町外の人には「三股町の印象」、町内の人には「生活をしていて感じること」をテ

ーマとし、聞き取りの中からまちの課題を洗い出すことを目的とする。 

昨年度のアンケート調査は、選択式にしたことで項目にあることを形式的にしか

調査できなかったという反省を踏まえ、 今年度は、選択式のアンケートではなく、

対話型のアンケートにし、ひとつのテーマについて深く聞き取りをする形とした。 

サンプル数：町外の方 28 名、町内の方 10 名 計 38 名 

 

 

アンケートヒアリング結果 フリー列挙 

【町外の方_】三股町はどのような印象（イメージ）ですか？ 

○都城市と合併していると思っていた。 

健康志向が高まっているので、小さな町は、スポーツ大会、ウォーキング大会などのイベ

ントで人が来てもらえるようにするべき。 

看板が少ない。そのため、場所が分かりづらい。町内の施設案内図を作るべき。 

【６０代・男性・鹿児島市・初めて】 

○都城市に近いから利便性に富んでいて住みやすそう。 

2 年ぶりに訪町したが、山間部の風景（草・花）が木城町より豊か。公園などしっかり管

理されている。 

都城市に沢山の施設があるから、三股は、イベント事に力を入れるべき。都城と同じもの

を作っても意味がない。 

【６０代・女性・木城町・年２～３回】 

○昨夜、三股に着いたが、三股には泊まる所が無かったため、都城市に宿泊した。 

田園風景と住宅街がマッチしており、住みやすそう。 

箱物をつくるより（ものづくりフェアのような）文化的なイベントを盛んにしてもらいた

い。 

【７０代・男性・いちき串木野市・１０年ぶり】 

○三股は昔から学問のまちという印象。子どもたちが多く、元気。 

公共施設が多いし場所が分かりづらい。子どもが増えてきているのであれば、中学校が１



つしかないため、もう１つつくればどうか。 

【７０代・女性・高城町・月２～３回】 

○自然が豊か。都城にないもの（三股ならではのもの）を求める。 

例えば、ＩＴ等で人を呼び込むなど、画期的な施設にしないと人は来ない。 

【６０代・男性・宮崎市・通り過ぎるだけ】 

○自然がきれい。特に長田峡。長田は景観が素晴らしい。 

まちは都城に近いため、すごく便利だと思う。高崎にも言えることだが、送迎サービスが

ほしい。 

施設をつくるとすれば、都城の前田町にあるような施設（将来、起業を志している人のた

めの支援施設）。ものづくりはプロしかいない。素人向けのイベントがほしい。私（素人）が

つくった服を見てもらえる展示会ができるようにしてもらいたい。 

【６０代・女性・高崎町・月１回】 

○三股は、名前は知っていたけど、来るまでが遠い。単独では来ない。山之口のあじさいに

行ったりしてよることがある程度。ナビがないと目的地まで行きづらい。 

三股は、施設が多い印象。集約できないものか。新しい施設ができたところで人は来ない。

（人が来るのは）最初だけ。 

【６０代・男性・日向市・年１回程度】 

○農業のまち。都城に隣接していて便利。住みやすそう。ただ、道が分かりづらい。初めて

訪れる人には不親切。 

イベントが盛ん。ＣＭや観光雑誌に取り上げられているのを見て、来たいと思った。来て

みて食事するところが少ない。土日に空いていない店が多い。 

【６０代・男性・宮崎市・年２回程度】 

○三股は活気があるまち、イベントがよくある印象。三股も都城と一緒。 

交通の便が悪い。隣市だが、車がないと来ない。 

ものづくりフェアについて、熟練の匠の技ではなく、趣味・特技を披露する場もあれば。

気安く入れる施設が少ない。事前に予約等する必要のない、誰もが入りやすい施設をつくっ

てもらいたい。 

【６０代・女性・都城市・月２回】 

○三股のまちに入ってすぐ、子どもがドッチボールをしている光景が目に入ってきた。スポ

ーツに力を入れているまち。変わった個性的な家が多く、新しい家が多い。（会場の）近く

に駐車場があるし、色々な施設もあるため、イベントをひらけば人は集まるのではないか。

逆になぜ三股が活発なのか知りたい。 

【４０代・女性・日向市・初めて】 

○町並みは小林と変わらない。小林に比べ、住んでいる人は少ないが、交流人口が多い。 

三股は都城と同じくくりになっている。三股の町並みは静かで良い。雇用の場があれば住

みたいと思う。 

（ものづくりフェアに関して）素人の出店はないのか。あると地元の人も活気づくのに。こ



のイベントは座れるところがあるのでありがたい。 

（人口は小林より少ないが）小林と比べ、若い人が多い。将来を担う子どものための施設が

良いのではないか。 

【３０代・女性・小林市・初めて】 

○三股にはなかなか行くことはないが、静かなまち。人が住んでもらうようにするためには

産業の充実、雇用の促進、賃金の改善を図るべき。これは国体の誘致にあわせて考えるべき。 

昔のお城、歴史ある場所を大切に整備してもらいたい。施設をつくるなら駐車場の整備と隣

市との連携が必要。 

【７０代・男性・宮崎市・昔は都城市に通い、三股の国道２６９号を使っていた。】 

○まず思うのは、自然がいっぱいあること。そして、水がきれい。モノを大切にしている。

ものづくりに力を入れている。 

新しく施設をつくるにしても地元に愛される施設でないと、町外の人は来ない。町外の人

を呼び込むためには口コミが大事。三股は若い世代が多く、活発的な印象があるため、日南

市のような子育て施設が良いのではないか。 

【５０代・女性・都城市・頻繁に来る】 

○（娘が町の職員であるということもあり）イベントが多く、元気なまちという実感がある。

温泉施設がほしい。都城市内にもあるが、もっと近くにあればよい。 

ものづくりフェアは会場を武道館でなく、もっと大きな施設で行うか、複数の会場で園芸、

工芸、手芸等に分けて行ったらどうか。 

【７０代・女性・都城市・あまりない】 

○駅前は昔ながらのイメージ。イベントの来場者が多い。来場者のことを考えてイベントブ

ースの区画が整理されて見やすい工夫がされていて良い。 

ただ、都城市沿いに家や店が多く、駅周辺に行くにつれ、寂れているように感じた。駅周

辺に小さなお店はあったが、もう少し大きめのショッピングセンターを誘致すれば、駅周辺

も賑わうのではないか。 

【６０代・男性・鹿児島県日置市・初めて】 

○住みやすい。緑が多い。町並みは都城市と変わらない。三股は、施設が多いから（新しい

施設をつくる）必要性を感じない。都城はＭＪをつくったはいいが、運営は赤字ではないの

か。ＭＪをつくるか給食費を無償化にするか、当時は議論されていたようであるが、結局は

政治的な流れでＭＪになったのではないか。 

民間にフィルム会社のコダックがあるが、一時期は業界で世界第一位に輝いたのに、今は

存続の危機。逆に同じ業界の富士フィルムは、先見的な目がありカメラ業界だけでなく、コ

ラーゲンを使った美容にも力を注ぎ、成功している。将来どうなるか分からない中であえて

つくらなくても。つくるのならよっぽど黒字になるものでないと。 

【６０代・男性・都城市・年４～５回】 

○三股は、宮崎にはないイベントがある。イベントに特化していてありがたい。年々、来場

者が増え、三股の知名度は上がっている。知人たちとの話でも昔は三股ってどこ？県内？と



言われていたが、今では認知され、イベントが充実していることがあり、「行ってみたい。

行ってみて楽しかった。」と耳にする。兄弟が三股在住のため、町外在住の私まで嬉しい気

持ちになる。 

ものづくりフェアは毎年、武道館でしているが、これだけの来場者が来れば、より大きな

施設でＰＲにも力を入れて取り組んでもらいたい。 

【６０代・女性・宮崎市・2 月に 1 回】 

○清武によく似ている。三股は大きいまちではないけど、イベントが盛ん。町並みの雰囲気

が良いし、人もあたたかい。宮崎と比べて住民との一体感が感じられる。 

宮崎の職員はわざわざ、イベント時にまちづくりに関するアンケートなんてしない。郵便

で送られてきて、回答して返信するやつくらい。三股の職員は、住民と共同してまちづくり

に励んでいる姿が素晴らしい。その志を持って取り組めば、どのような施設でも喜んでもら

えるのではないか。 

【６０代・女性・宮崎市・年 2～３回】 

○新富とあまり変わらない。でも、このイベントは楽しかった。 

ドッチボール、バドミントンなど誰がいつ来ても使えるスポーツ施設があれば、町外から来

る親としては有難い。この後、どこに行こうか、子どもが小さいからどうしても車での移動

になってしまうため、歩ける場所にあればと思う。公園以外で、親子が楽しめる場所、空間

があれば、また来たいと思う。 

【１０代・男の子と母親・新富町・初めて】 

○（工芸品ではなく）おもちゃのお店がいい。（母親として）おもちゃなら子どもも楽しめ

るし、親も一緒について来るから親同士交流が図れるのではないか。 

【０～9歳・女の子と母親・都城市・年２～３回】 

○このイベントしか見ていないが、色々なジャンルの工芸が揃っていて、見ていて楽しい。

綾のてるはドームのやつは大きいだけで、三股はコンパクトで見やすい仕組みをされている。

まさか竹細工まであるとは思わなかった。まちなかギャラリーゆめたまごで７月から展示す

る予定。（商工会主催）。国富の文化会館でも同様の企画を行う予定。（国富町主催）。そのた

めの参考になった。 

【７０代・女性・西都市・初めて】 

○三股はのんびり、ゆったりしている。イベントが大きく、種類も多い。毎年、６月は三股

のものづくりフェアに行くと決めている。 

子どもの遊べる場所もあるといいのかな。子育てセンター等は充実しているかもしれない

が、イベント時に町外の子どもも見てもらえると親御さんとしては、ゆっくりと買い物等が

できるのではないか。 

【６０代・女性・延岡市・年 1 回】 

○三股は合併せずに頑張っている。その割には施設が多い。都上より土地が安い。合併しな

かったから今の環境になっているはず。 

三股は人口が増えているからもう１つ中学校をつくったらどうか。私的には、三股には公



立の高校がないため、高校をつくったらどうかと思う。三股の高校生（普通科に通う学生）

は、都城に出てしまう。三股に学校があれば通学に時間を要しなくて済むため、その分、勉

学やスポーツに取り組める。そして、都城市に住む学生も呼び込める。 

【５０代・男性・都城市・年に数回】 

○毎年、ものづくりフェアに来ているが、年々、来場者が多くなっている印象がある。三股

の日常は分からないが、イベントに力を入れているため、人が集まってきているのではない

か。これ以上増えると、この会場では狭い。何か施設をつくるとすれば、より多くの人が入

ることのできる施設はどうか。そして、イベントごとを増やせば、交流、賑わいは自然と生

まれてくると思う。 

【６０代・男性・宮崎市・年２～３回】 

○買い物がしやすい。子どもが多く、活発的な印象。そして、ご高齢の方も山之口と比べ、

元気な人が多い。活動的な人が多い。子どもとお年寄りが一緒になって楽しめる場所をもっ

とつくってほしい。 

【７０代・女性・山之口町・月１～2 回】 

○場所が分かりにくい。イベントに人が多い。来る前は、三股って県のどこに位置している

のか分からなかったが、意外と１時間くらいで近かった。 

交流や賑わいの場所をつくるより、町外の人にも知ってもらうようテレビや雑誌、新聞に

のるようなことをした方がよいと思う。 

【７０代・男性・宮崎市・初めて】 

○人が多くなってきている。特に若い人が多いイメージ。昔よりまちが整備されてきれいに

なった。家もたくさん建ってきている。のんびりとした風土が好き。 

このイベントも大きすぎず、小さすぎず、ちょうど良い規模。年１回ではなく２回にして

はどうだろうか。交流施設をつくるのであれば、マルマルとは違うものにしないと単なる人

の奪い合いになる。将来の子どもたちのためにもしっかりと考えてもらいたい。 

【７０代・女性・都城市・年１～２回】 

○のどかなイメージ。特にこれと言ったもの観光地がない。初めてこのイベントに来たが、

体験できるブースもあり、楽しめた。見るだけでなく、体験するの方が来場者の心に残るし、

また来たいと思わせると思う。そう考えた時に、もっと体験できるコーナーや匠がつくって

いる姿が見られるような工夫をすれば、もっと盛り上がると思う。 

【２０代・男性・宮崎市・通る程度】 

 

 

 

 

 

 

 



【町内の方_】三股町での暮らし（日常生活）はどうですか？ 

○長年住んでいるが、暮らしやすい。都城市に近いから便利。三股の方が静か。三股に無い

ものは都城市に行けばすぐ買える。 

ただし、支部に入っていないと人づきあいが大変。ごみが捨てられないなど。 

【７０代・女性・下新】 

○災害的に安心。（津波の心配がない。）住みやすい。 

交通手段がくいまーると電車はあるが、便数が少ない。 

箱物が多いので、今、何か必要な施設というものはない。 

【５０代・女性・下新】 

○人が良い。福祉が充実している。充実してきた。 

余暇が楽しく過ごせるような施設を希望する。 

【６０代・女性・今市】 

○（生まれ育った場所であることもあり）人が良い。気心が知れている。のどか。 

施設は各地区にあるため多くあるが、ひとつひとつの施設を大切にしていない。（活用され

ていない。）目的を持った施設になっていない（あつまいなど）。ＰＲに力を入れてもらいた

い。 

【７０代・男性・宮村】 

○人が穏やか。不便なところはないが、イベント時の飲食スペース（ブース）が充実してい

ない。 

新しい施設をつくるとしたら、学生が使う、勉強ができる場所。パソコンやネットができ

る場所が良い。 

【３０代・女性・上新】 

○公共施設が充実しているが、まとまりがない。使うのは公園くらい。都城市寄りが栄え、

役場周辺は公共施設があるだけ。駅も賑わいがないから、中心地は寂れている。（都城市の

ように）駅の隣に大型スーパー等があれば、電車の乗客からも三股のことを知ってもらえる

し、知りたいと思うのではないだろうか。 

【２０代・女性・植木】 

○（私のような）てげてげでも生活ができる。横のつながりが強い。まちは静かで動物が多

い。体育館はもういらない。交流の場所、人口を増やそうと思えば、住宅。子どもを育てる

ようなまち・ひとになってほしい。人とのつながりを感じられる施設を希望。 

【８０歳以上・男性・寺柱】 

○何がどういう訳でとかはないが、住みやすい。買い物は都城の方が品揃えがよいため、車

で都城によく行く。 

ホームセンターみたいなものがあれば、利用してみたい。施設をつくるというようり企業

を誘致してもらいたい。 

【６０代・女性・上米】 



○昔よりも人のつながりが減った。でも伝統は大事に、また、後世に語り継ごうとする姿勢

が見受けられる。新しいもの、流行に流されるのではなく、今あるものを昔からあるものを

大切にしていってほしい。 

そのため、これと言って団地跡地につくってほしいものはない。 

【６０代・女性・新馬場】 

○落ち着いたまちで暮らしやすい。人が増えているが、その分、家やお店も多くなっている。

五本松団地跡地に施設をつくる計画でいるようだが、この前、西植木体育館ができたばかり

だし、本当に必要と思える施設がなければ、将来のために残しておいた方が良い。無駄な投

資をして、将来の子どもたちにとって負の遺産とならないようにするためにも、今つくるべ

きではない。いつの日かつくならければならない施設が出てくるはずだ。 

【７０代・男性・五本松】 



子育て支援センター利用者アンケートヒアリング調査（五本松住宅跡地利用） 

 

実 施 日：令和元年 9 月 19 日（水）10：00～11：15  

場  所：元気の杜 

目  的：町民ワークショップは、子育て世代の参加者が少ないことから子育てに奮闘

中の母親に直接ご意見や現状などを聴取することで、事業のテーマである

「健康・交流・賑わい」の拠点づくりにつなげていくことを目的とする。 

調査方法：担当職員の質問にグループトーク形式、対話型形式で回答。質問内容を限定

するのではなく、出てきたご意見を深く掘り下げながら聴取する。 

調査項目：別紙 

結  果：約 10 人分 

考  察：回答者は、幼児の子育て世代で、そのほとんどが 30 代であった。また、三

股町在住者が多かった。しかし、施設職員の話では、町外からの親子の利用

も多いとのことである。 

町の子育て支援センターの良いところの問に対して多かった意見としては、

「住まいから近い」「施設職員の対応が親切」であった。「施設職員の対応が

親切」のご意見を深く掘り下げて訊いたところ、「雨の日など、先生が車まで

迎えにきてくれる。」「相談事に親身になって応対してくれる。」などが挙げら

れた。 

逆に悪いところで多かった意見は、「食事ができるスペースがほしい。」「開園

時間が短い。」などが挙げられた。「食事ができるスペースがほしい。」のご意

見には、都城市の同施設（プレピカ）はそのスペースが確保されていること、

また、近くに商業施設があることから利便性が高いようである。「開園時間が

短い。」に関しては、土日や夕方の利用を望む声が多かった。施設面積につい

ては、狭いという意見があった一方で、広いと親や職員の目配りが行き届か

なくなったりする懸念もあることから、そこまでのことを望んでいない声も

聞かれた。 

子育てしやすいまちとはどのようなまちか、の問いには、新しい施設を望む

声が上がった一方で、おむつ代やミルク代の助成や育児後に社会復帰するた

めの求人情報の提供など、制度面に関するご意見も多く寄せられた。 

自分の子どもたちにも三股町に住んでほしいと思うか、の問いには、近くに

住んでほしいという回答が多かったが、そのために行政に課題を課すご意見

も多く上がった。 

 

      

 Ｑ．町の子育て支援センターの良いところと悪い（使いづらい）ところを挙げてくだ



さい。 

  〇良いところ 

   ・行きやすい。イベントなどもよく来る。 

   ・施設がきれいで、先生方もいい人ばかりでいい。 

   ・平日 9 時の早くから空いている。 

・友だちが遊んでくれる。 

・先生が車までお迎えに来てくれる。 

・子育て世代の人口が増えていて、活気がある。 

・住居から近い。 

・先生の対応がよい。（一緒に遊んでくれる。私たちのことを覚えていてくれる。

相談事に親身になって応対してくれる。） 

  〇悪いところ 

   ・走れるようになった子たちと小さな赤ちゃんが混在するとヒヤヒヤする時があ

る。 

   ・人が多い日は狭い。 

      ・土日に開園をしていない。開園時間が短い。 

   ・夏場の遊び場がない。 

   ・歩き回れる庭がほしい。 

   ・屋根付きの駐車場がほしい。 

   ・食事ができるスペースがない。 

 

Ｑ．子育てしやすいまちはどのようなまちだと思いますか。 

  ・施設が整っている。 

  ・おむつ代やミルク代の助成金があるまち 

  ・育児後に社会復帰するための求人情報の提供してくれるまち 

   （センターに育児をしている人向けの求人情報があるとよい。） 

  ・医療費無償はうれしい。 

  ・児童館（クラブ）が利用しやすくなればもっと良い。 

   （仕事の関係で預ける時間がバラバラになると職員から叱責を受ける。4年生

以上の高学年向けの居場所が充実していない。） 

  ・子どもと一緒に行ける場所が多い。 

  ・公園の隣に（食事ができる）施設がある。 

  ・1 日中時間を気にせず遊べる施設がある。 

・土日に利用できるところがある。町内だと福吉は、子どもスペースがあるので

子ども連れが多い。 

・地域全体で子育て世代を見守り、地域で応援ができるまち 



 

Ｑ．自分の子どもたちにも三股町に住んでほしいと思いますか。 

  ・大きくなったら県外に出ていってほしい。給料が安いなどの理由で…。 

  ・できたら近くに住んでほしいと思いますが、病院やスーパーなど近くになく、

へき地でもあるので子どもの考え方次第です。 

  ・住んでほしい。（近くにいてほしい。人が優しい。程よい町並みでちょうどよ

い。 

 

Ｑ．その他（要望など） 

  ・都城市の支援センターは見張られている感じがしてくつろげない。子どもを２

人連れて行くと目が離せないので、夫婦で行かないと無理。 

  ・飲食できるスペースがあると良い。雨の日は都城市のイオンに行くことが多い。

おにぎりや離食を持っていくと長時間過ごせる。 

  ・鹿屋市にある子育て世代に特化した住宅はとても魅力的だった。 

  ・小学生が遊べる場所が少ない。気軽に子どもたちがスポーツや体を動かして遊

べるところがほしい。（ラウンドワンのスポッチャ的な場所なら有料でも利用

したい。） 

  ・屋根付き広場にトランポリンを置いてほしい。（ひかりの森こども園参考に。

又は、森の遊園地、佐賀県メルヘン村屋根付き外） 

  ・ジェイボードが乗れるコースなどあると嬉しいです。 

  ・食事もでき、自由スペースで遊べる広場。 

  ・和室（続き間、3部屋くらい）が無料で借りられる。→鹿屋市社会福祉法人を

参考に！ 

  ・個室（9畳くらい）無料で借りられる。→フリースペースが未就学までなので、

小学生の家族は、受付で借りて、違う団体も一緒に自由に遊んでいた。 

  ・温水プール（さくら温泉のような） 

  ・トランポリン（佐賀県神野公園こども遊園地、鹿屋市珈琲所カメダ大浦店の中

にトランポリンや遊べるスペースあり） 

  ・大分ハーモニーランドの室内遊びもよい。 

  ・パン屋さんがほしい。（食事ができるスペース、みんなで遊べる場所） 

  ・公園はあるが、年齢によって遊べるところと遊べない場所がある。（上米公園

は広すぎるし、高学年向けの遊具しか置いていない。） 

  ・暑い日や雨の日は遊べない。 

  ・水族館がほしい。（三股は山間地のため、子どもが魚を見る機会が少ない。） 

  ・子どもの安全面を配慮し、一定の年齢で遊べる場所を分けてほしいが、親が常

に子どもを見渡せられるような空間にしてほしい。 



三股町まちづくりアンケートヒアリング調査（五本松住宅跡地利用） 

 

実 施 日：令和元年 11 月 9 日（土）～10 日（日） 

     幅広い方から「まちづくりアンケートヒアリング調査」にご協力いただくために、

多くの人が来場される「第 29 回ふるさとまつり」の開催にあわせて実施 

場  所：三股町ふれあい広場 

目  的：町外の人には「三股町の印象」、町内の人には「生活をしていて感じること」をテ

ーマとし、聞き取りの中から「五本松団地跡地に求める機能や施設は何か」を考

えてもらうことを目的とする。 

アンケートは、ものづくりフェア 2019 同様、選択式ではなく、対話型にして職

員に話しやすい雰囲気づくりを重視したものとした。 

サンプル数：町外の方 15 名、町内の方 28 名 計 43 名 

 

 

アンケートヒアリング結果 フリー列挙 

【町外の方_】三股町はどのような印象（イメージ）ですか？ 

○アットホーム 

細かな所に配慮がある感じ。 

自然が多い。 

独自で頑張っている。 

子どもが子どもらしい。 

【５０代・女性・都城市・毎日】 

○子育てサービスに頑張っている/文教の町 

 都城市のベットタウン（西側は街、東側はのんびり） 

 ごまのまち 

【４０代・女性・都城市・毎日】 

○きれいな自然が近くにある。 

 地元愛が熱い。一方で、三股の良さ（特産品、行事、伝統芸能など）を町内で共有できて

いない。 

【４０代・女性・都城市・ほぼ毎日】 

○人がやさしい 

 役所が古い 

【４０代・男性・都城市・毎日】 

○都城市のベットタウン 

 のんびり 



【４０代・男性・都城市・週５】 

○自然豊か。のんびり。 

【５０代・男性・？・毎日】 

○人が優しい。 

 税金が安い。 

【８０歳以上・男性・都城市（年見町）・子どもが三股に住んでいる】 

○ものすごくいいところ。楽しいところ。（ひろみ食堂は三股一の芸能人が集まる。イベン

トが多い。遊ぶ場所が広い。長田の水がきれい。） 

【７０代・女性・都城市・？】 

○税金が都城より安い。 

 無駄な箱物がなく、住みやすい。できれば三股に住みたい。 

【７０代・夫婦・都城市（祝吉）・毎週】 

○のんびりできる。落ち着く場所というイメージ。 

 図書館もあるし、子育て支援等も充実していると思うので住みやすいイメージがあります。 

【３０代・女性・？・週２】 

○公園や施設があり、子どもにもいい環境だと思います。 

 暮らしてみたいです。 

【２０代・女性・都城市（山之口）・？】 

○住みやすい。 

 （元々は三股に住んでいた）帰ってきたいと思っているが、土地がない。 

家を建てたいと思っているが、丁度いい場所がない。 

つながりが強い。知り合いが多くて安心できる。 

【２０代・女性・？・月１】 

 

 

【町内の方_】三股町での暮らし（日常生活）はどうですか？ 

○お店があるのはうれしい。住みやすい。（他の地域に住んでいたときは店が８時に閉まっ

て困っていた。） 

大人が運動会できるところは無い。小学校の遊ぶ場所（雨の日）がない。 

【？代・女性】 

○人とのふれあいがある。 

 しがらみがない。 

 子どもの居場所と遊具関係の PRをするべき。 

【４０代・男性】 

○ばっちりと暮らしています。 

【６０代・男性】 



○店が少ない。 

 高速道路がない。交通網が発達していない。 

 温泉がない。（あっても行かないかぁ…。） 

 駅の周りがもっと賑やかになれば。 

【？代・女性】 

〇ゆったりした時が流れている。 

伝統を大切にしている。 

楽しいのでずっと住みます。 

【３０代・？】 

○暮らしやすい。 

 図書館は静かにしないと…。 

【４０歳・女性】 

○道路整備が行き届いていない。 

 道路側溝が臭い。 

【５０代・男性】 

○暮らしやすく、町民が皆、優しい。 

【１０代・男性】 

〇今は、不便ではない。しかし、高齢になったときにコミュニティバスでは不便。 

【？代・女性】 

〇いい町です。 

【６０代・男性】 

〇ごみ収集場があり、暮らしやすい。 

【６０代・男性】 

〇飲みに行ったとき、足がないので不便。 

 とても住みやすいと思いますが、『子育てにやさしい町』とうたっているので、雨の日で

も気軽に遊べる施設とかあったらうれしいぁと思います。（雨の日は都城のマルマルや日南

のコトコトに行くことが多いので、できたら三股で過ごしたいなぁ…。カフェとか併設され

たら尚良し。 

【３０代・女性】 

〇暮らしやすい。 

みんな優しい。 

 電車の時間が少ない。スイカ（IC カード乗車券）系が使えない。 

町並みが落ち着いている。 

【２０代・女性】 

〇楽しい。 

【０～９歳・女性】 

〇自然豊かで住みやすい 



 三股は暮らしやすい。 

【４０代・女性】 

〇元気がある。のんびりしている。自然が豊か。 

 暮らしやすい。 

【４０代・女性】 

〇自然が多く、子育ての環境が整っている。 

生まれ育った地域で買い物も便利な所で暮らしていってます。 

【６０代・女性】 

〇安心して住める環境。 

 若い人が少なく、主婦や小学生が１～２人しか見かけない。 

【６０代・女性】 

〇野山があり、暮らしやすい。 

【７０代・男性】 

〇住みやすい。病院がたくさんあって便利。 

【４０代・女性】 

〇のんびりしている。 

環境がよい。 

子育てにやさしい。 

【４０代・女性】 

〇活発なイメージ。 

 自然が豊か。 

 三股町の暮らしは満足している。暮らしやすい。 

【６０代・男性】 

 

 

【共通_】五本松団地跡地に求める機能や施設は何ですか？ 

〇宅地分譲したら移住することも考えられる。【５０代・男性】 

〇特に必要なものはない。これまでと同じで良い。【８０歳以上・男性】 

〇温泉があるといい。温泉をきっかけで知り合いが増えた。温泉に行くと仲間ができる。 

【７０代・女性】 

〇（跡地には）何も作らなくても十分。【７０代・夫婦】 

〇子ども食堂⇒みんなで「ご飯って楽しい！」という場所をつくってくれたらうれしい！ 

 宿題をボランティアでみてくれる人がいる。【３０代・女性】 

〇スポーツ関係の建物がほしい。【３０代・？】 

〇雨が降った時に子どもと一緒にちょっと出掛けるところがあるといい。【４０代・女性】 

〇屋根付き広場があるといい。【５０代・男性】 



〇今の物産館を移転して、新しい道の駅をつくる。そこには芝生広場が必須【７０代・男性】 

〇（簡単に泊まれる）宿泊施設がない。団体受け入れ→避難所。中学生の大会→スポーツ 

 【？代・女性】 

〇雨の日でも気軽に遊べる施設とかあったらうれしいぁと思います。（雨の日は都城のマル

マルや日南のコトコトに行くことが多いので、できたら三股で過ごしたいなぁ…。カフェ

とか併設されたら尚良し。【３０代・女性】 

〇水遊び場がほしい。【０～９歳・女性】 

〇交流会ができる宿泊施設がほしい。町にお金がおちるように。長田販売所に外部の人が来

てもらえるように。【６０代・女性】 

〇大人も遊べるアスレチックとかをつくってほしい。【４０代・女性】 

〇都城の大丸跡地みたいな施設ができるといい。子どもが集まる場所。健康相談ができる場

所。温泉やプールはつくった後の維持管理が大変だからちょっと…。【６０代・女性】 

〇ドックラン（都城市平原町や宮崎市にあるような）がほしい。 

 →他市町村の相場は１回 200円～300円。犬の登録料や狂犬病の確認を併せてしている。 

 カフェがほしい。【２０代・女性】 

〇健康をテーマにしているが、今、しないとつくる段階では遅い。大木が残されているので

跡地のイメージができている。町内の人に応援の声を集める。わざわざ足を運ぶ。目に見

えることをやる。フォローの声掛け。売却して不動産にする。クラウドファンディングを

する→都市部の人に発信する際は PRしてもらう。少し安くで売る。【？代・？】 

〇運動会ができる場所がほしい。住民参加型の場がない。体験できる場所。そこじゃないと

遊べない場。外で遊べる。体を使って遊べる。有料であってもよい。いろんな年代が集ま

って知らない子と仲良くＶＳ嵐ができる場所にする。【４０代・女性】 

〇五本松団地跡地について、いい場所だよね。競艇場があったらいい。【６０代・女性】 

〇プールがないので、プールがほしい。【５０代・男性】 



 

 

 

三股町交流拠点施設整備事業 

基本構想 策定方針 

〜五本松団地跡地の活⽤を町⺠とともに考えるロードマップ〜 
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１． はじめに 

＜人口規模を維持する魅力あるまちづくりの推進＞ 

本町では、平成 29 年度に「三股町都市計画マスタープラン」を策定し、「つづく、つながる、つみ

あげる」〜わがまち みまたのまちづくり〜 をキャッチフレーズに、都市の将来像の実現に向けた都

市整備の方針を定めました。医療や福祉の各種施策、生活利便性の高さなど、評価されている取り組

みを維持しながら、社会の変化に伴う新たなニーズに応えるための再整備に取り組むことで、現在の

人口規模を維持しうる魅力あるまちづくりを目指すこととしています。 

五本松団地を取り壊した後の跡地（以下、「団地跡地」）の活用についても、町営団地建替えに伴っ

て進める再整備の一環であり、立地条件に恵まれた団地跡地を活用して新たな拠点を創造することを

目指すものです。 

 

＜中心地ゾーンを核とした三股らしいまちの発展＞ 

豊かな自然環境や生活利便性の高さに加え、子育て支援や高齢者福祉、定住促進等が実を結び、町

の人口は増加してきましたが、日本社会全体が抱える人口減少問題は本町にも確実に訪れます。また、

少子高齢化の進展や人口分布の変化により、町全体の人口構造に大きな変化が生じています。このよ

うな変化に対応するため、都市計画マスタープランでは、町の核となる区域を「中心地ゾーン」と設

定し、将来の都市構造を描きました。このゾーンには駅や役場、文化会館・図書館などが含まれ、各種

拠点機能が集積しています。 

人口構造の変化に対応し、バランスの取れたまちの発展を実現するため、中心地ゾーンの吸引力を

高めることを目指しますが、中心地の一極集中では、人口構造の中心が移動したにすぎず、町の発展

とは言えません。集約型の都市形成（コンパクトシティ）による町の発展には、都市機能へのアクセ

ス性を高めるネットワークが不可欠です。中心地ゾーンを町の核として、その周辺においても地域の

まとまりを保ちながら、中心地と各地域がつながりあった三股らしいまちの発展を目指します。 

 

＜「町⺠とともに考える」まちづくりを象徴するシンボルプロジェクト＞ 

これまで本町は様々な中心市街地活性化の取り組みを行ってきました。その取り組みを継承しなが

ら、更なる活性化を目指すには「中心地ゾーン」を牽引する原動力となる拠点の整備が必要と考えま

した。そこで、この団地跡地を活用した事業を「三股町交流拠点施設整備事業」（以下、「交流拠点整備

事業」）とし、三股町が町⺠とともに考え、町⺠とともに進めるまちづくりを象徴するシンボルプロジ

ェクトとして取り組んでいきます。 

また、プロジェクトのテーマを『健康と交流と賑わいの拠点づくり』とし、健康的でハツラツとし

たまちの暮らしと、日常的に人が集う賑わいに満ちたまちの将来をイメージしながら、本事業に取り

組みます。 

 

２． 基本構想策定方針の役割 

交流拠点整備事業は「町⺠とともに考える」ことに重点を置きながら取り組んでいきます。このほ

ど定める基本構想策定方針は基本構想を取りまとめる上での「検討材料」として用いるほか、基本構

想のみならず、その後の事業計画を検討するうえでの「基本的な判断基準」としての役割も担います。 
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３． まちづくりの現状と課題の整理 

 

［アンケート結果等の考察］ 

 

＜さらに住みよい環境にする取り組み＞ 

・「子どもの遊び場」「ひとが集まる空間」「大人がゆったりできる空間」に対するニーズがある。 

 ⇒子供から大人まで幅広い年齢層の方が憩うことのできる空間が求められている。 

 

＜町内にほしい施設や機能＞ 

・「雨天、炎天下でも遊べる施設」「ゆっくりできる広場」「フィットネスジム」「温浴施設」「屋内プー

ル」に対するニーズがある。 

 ⇒誰もがいつでも憩うことのできる機能や健康増進機能が求められている。 

 

＜外出先を選ぶポイント＞ 

・「駐車場が豊富」「くつろげる場所」「おいしい食べ物がある」「子どもが遊べる」等が多い。 

 ⇒駐車場の豊富さは一つのポイントとなる。公共交通の利便性向上も重要である。 

 ⇒飲食はもちろんのこと、子供が遊べる空間もポイントとなる。 

＜町外者から見た三股町の立ち寄りスポットや可能性＞ 

・三股町内の立ち寄りスポットやイベント以外での立ち寄り可能性は、どちらも「ない」が多くを占

める。 

 ⇒イベントの集客力と連携できる立ち寄りスポットが求められている。 

 

［公共施設の立地状況より］ 

＜施設の老朽化＞ 

・児童館施設においては、旧耐震基準であるほか施設の耐用年限も経過しており老朽化が進んでいる。 

・役場や中央公⺠館、町体育館等の施設においても、耐⽤年限は経過していないものの、旧耐震基準

の施設である。 

 ⇒老朽化が進んだ施設やニーズとマッチしていない施設に対する対応が求められている。 
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４． 交流拠点整備事業で取り組むまちの課題 

本町には、分野ごとにさまざまな課題やニーズがありますが、交流拠点整備事業で取り組むこと

ができる可能性があるものとして、次のような課題を抽出し、解決に向けたアイデアを検討します。 

 課題１）⽣涯学習、地域活動の振興（中央公⺠館、各地区公⺠館の施設⽼朽化） 

本町における⽣涯学習関連施設は、中央公⺠館をはじめ施設が古く、現在のニーズとマッチしない

などの使い勝手の悪さや、老朽化による施設・設備の不具合がみられます。また、各地域の活性化を

望む声もあることから、生涯学習のほか地域活動も含めて、主体的な活動に対する支援を行う必要が

あります。 

 

 課題２）放課後の子供を取り巻く環境整備（児童館、児童クラブ等の充実、学習支援） 

児童館等の施設の老朽化や、定員が不足し待機児童が生じていることなどが課題です。これにより、

保護者が安心して就労できない状況を招いていることも考えられます。また、放課後子ども教室との

連携など、学習支援に対するニーズも見込まれます。そのため、放課後の子供を取り巻く環境整備を

進める必要があります。 

 

 課題３）子育て世代を取り巻く環境整備（親子の触れ合い、安心して子育てできる環境） 

「ゆったりとした空間で子供を遊ばせたい。」「天候にかかわらず、親子で気軽にお出かけできる場

所が欲しい。」など、子育て世代からのニーズがあります。子を持つ親の負担軽減や気分転換の機会を

作り出し、三股で子育てすることの安心感を高めるための環境整備を進める必要があります。 

 

 課題４）健康増進、身近なスポーツの振興（健康寿命、食生活の改善、医療費の抑制） 

健康的な暮らしを支えるまちづくりには、幅広い世代からニーズがあります。ウォーキングやジョ

ギング、運動器具を使っての体力作りなど、運動やスポーツに親しみやすい環境を整え、子供から大

人、高齢者を対象とした生涯スポーツの振興により、町⺠の健康増進や健康寿命を延ばすことにつな

がる環境整備が必要です。 

 

 課題５）立ち寄りたくなる三股の顔づくり（誘客につなげる基盤づくり） 

イベント時に行った簡易アンケート調査では、イベント以外に立ち寄る場所が「ない」と答えた方

が多く、また、イベント以外では三股に立ち寄らない傾向も見られました。そのため、イベント等で

訪れた人が立ち寄りたくなる場所を作り、町外から足を運びたくなる三股の顔となる拠点整備を行う

必要があります。 
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５． それぞれの課題に対応した解決イメージ 

 ↓課題１）⽣涯学習、地域活動の振興（中央公⺠館、各地区公⺠館の施設⽼朽化） 

 機能例１）生涯学習支援施設  

〜町⺠の⽣涯学習の振興や地域活動の⽀援を図る〜 

⽼朽化が進んだ中央公⺠館等の施設に代わる機能を持たせることが想定されます。 

⽂化・芸術・学習の基盤を整えることにより、⽣涯学習の振興を図ることで住⺠満⾜度の向上につ

なげる様々なニーズを調査し、利用者目線で施設を整備することにより、利用しやすい環境を整え、

活動人口の拡大と利用者どうしの交流が活発になることを目指します。 

 

 ↓課題２）放課後の子供を取り巻く環境整備（児童館、児童クラブ等の充実、学習支援） 

 機能例２）放課後子ども支援施設  

〜小中学校の放課後の児童・生徒の過ごし方に対する環境整備に取り組む〜 

学習支援や様々な体験活動、多世代交流などと組み合わせたサービスを提供する機能が想定されま

す。子を持つ親にとって安心して就労できる環境づくりにも寄与することを目指します。 

 

 ↓課題３）子を持つ親を取り巻く環境整備（親子の触れ合い、安心して子育てできる環境） 

 機能例３）親子ふれあい支援施設  

〜楽しく子育てできるまちを目指す〜 

親子のふれあい、子供どうしのふれあいの時間をゆったりと過ごせる空間を提供する機能が想定さ

れます。体を動かしたり、おもちゃで遊んだり、本を読んだり、⼦供の成⻑、発育をサポートする環境

づくりを目指します。 

 

 ↓課題４）健康増進、身近なスポーツの振興（健康寿命、食生活の改善、医療費の抑制） 

 機能例４）健康づくり支援施設  

〜いつまでも健康に暮らせるまちを目指す〜 

幅広い世代の方が気軽に日常的に運動できる機会を提供する機能が想定されます。高齢者の健康寿

命を延ばすこと、心身ともに健やかでハツラツとした暮らしをサポートする環境づくりを目指します。 

仲間とともに楽しく健康づくりに取り組める環境を整え、人の交流を促すことも目指します。 

 

 ↓課題５）立ち寄りたくなる三股の顔づくり（誘客につなげる基盤づくり） 

 機能例５）地域活性化支援施設  

〜⼈と⼈、⼈とコト、⼈とモノをつなぎ、消費を喚起する仕掛けをつくる〜 

時間を過ごしたくなる空間づくり、購買意欲が掻き立てられる魅力づくりに取り組み、町内で実施

される各種イベント等の集客力と連動できる施設整備を目指します。 

日常の中の新しい交流の場、つながりづくりの場を提供することで、三股町での時間の過ごし方、

お金の使い方を提案することを目指します。 
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６． 施設整備に関する留意事項 

団地跡地は、面積の規模や立地条件の良さから、町の発展のため有効に活用すべき貴重な財産であ

ると言えます。この財産を活用して、現在から将来にわたる幅広い世代の町⺠にとって望まれる活⽤

法を実現することは、この事業に取り組む私たち世代に課せられた大きな役割です。 

施設の整備に関する検討にあたっては、次のことに留意します。 

 

① 三股町を象徴するランドマークとなるよう、ゆとりとやすらぎが感じられる空間整備

を意識する。 

② 『賑わいのにじみ出し効果』を狙い、ソトに向けて賑わいが伝わる施設レイアウトを

意識する。 

③ 人や車の流れの変化、日照・騒音等の環境の変化に留意し、周辺の住環境に与える影

響を十分考慮する。 

④ 県道 33 号線（都城北郷線）の沿道景観を意識し、景観的に魅力あるデザインを目指

す。 

⑤ 駅や役場、総合文化施設などの既存機能との位置関係を踏まえ、中心地ゾーン内に人

の流れを生み出すことを意識した施設配置や歩行空間の整備を検討する。 

⑥ 効果的にサインを配置するほか、コミュニティバス利用者の利便性を考慮するなど、

交流拠点への誘導機能も十分検討する。 

⑦ 施設や駐車場の規模や配置の仕方、周辺道路等の整備について検討する際は、団地跡

地だけでなく近隣の土地利用状況も十分調査したうえで、ゾーン全体で最も効果的、

効率的な土地利用を検討する。 

⑧ 非常時や災害時も想定し、有効に機能を発揮できるような施設整備を意識する。 

⑨ 町内に限らず、近隣自治体も含めて公共施設、民間施設の立地状況を把握し、他には

ない優位性を持った機能導入を目指す。 

⑩ 運営主体や担い手の育成念頭に置きながら、計画段階から「使う人目線」を意識する。 

 

なお、立地適正化計画や景観計画など、これから策定される関連性の高い計画とも整合性を取りな

がら事業計画を進めます。 
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７． 事業規模・事業手法の考え方 

交流拠点整備事業を進める上で、事業費や財源をどのように見込むか、どのような事業手法で実現

を目指すのか、十分検討する必要があります。事業規模を決めるにあたっては、町の財政状況を十分

考慮し、中⻑期的な財政負担を試算しながら判断しなければなりません。事業手法については、従来

型の公共事業手法だけでなく、PPP/PFIといった⺠間と連携した事業の組み⽴ても検討します。 

事業規模、官⺠連携の事業手法を検討する際は、次のことに留意しながら進めます。 

 

＜事業規模について＞ 

① 建設コストと維持管理コストを合わせた全体事業費を慎重に試算し、過度な財政負担

が生じないよう、身の丈に合った整備を行う。 

② 公共施設の統廃合を検討し、コスト削減も図れるよう事業を組み立てる。 

③ 補助事業に関する情報を幅広く収集し、積極的に活用することで、財源確保に努める。 

 

＜官⺠連携の事業手法について＞ 

① 行政サービスの質の向上や独自性のある行政サービスを実現するため、民間の発想力

や提案力を生かすことに重点を置く。 

② 地場産業の発展につなげることを意識し、官民連携に関する勉強会や意見交換の場を

もつなど、「町」と「町の産業」がともに学び成長することを目指す。 

③ 事業単体のコストだけでなく、町全体のお金の流れの変化に留意し、官民連携が町に

与える影響をメリット・デメリット両面から慎重に判断する。 

 

８． 町⺠とともに考える 

これまでに整理した町の考え⽅を⼟台にして、住⺠ワークショップを行い、その結果を基本構想の

内容に反映させます。ワークショップの参加については、広く町⺠に呼びかけるほか、各種団体にも

参加を呼びかけ、様々な立場から見たまちの課題や理想像、より詳しいニーズを捉えます。ワークシ

ョップの運営にあたっては、参加者それぞれが、それぞれの立場を理解しあい、お互いの意見を組み

合わせることで、公益性の⾼い住⺠アイデアの創発に繋げることを目指します。 

出された意見やアイデアをもとに、交流拠点整備事業で取り組むことができる可能性があるものに

的を絞りながら、先述した 5 つの機能例を柱に、どの機能に対してより大きなニーズがあるか重みづ

けを行います。また、各分野の専門家を「交流拠点整備検討員会（仮称）」の委員に加え、町としての

考え方やワークショップで出されたアイデアなどに対し、専門的な見地からのアドバイスを求めるこ

ととします。 

なお、ワークショップの内容など交流拠点整備事業に関する検討の状況は随時情報発信しながら、

ワークショップ以外の手法も活用し、幅広い町⺠の意⾒を反映できるよう⼯夫します。 

「町⺠とともに考える」ことに重点を置いたプロセスを経て、交流拠点整備事業で導入する機能を

見極め、基本構想をとりまとめます。 

ワークショップの流れのイメージは次のとおりです。 
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ステップ１：スタートラインに立つ 

今のまちの良いところ、もう少し良くしたいところなど参加者全員で意見交換し、町民に

とって今のまちがどのように映っているのか、現状を分析し課題を共有する。 

 

ステップ２：ゴール地点を確認する 

どんなまちに成長してほしいか、自分たちにとって、子供たちにとって、理想とするまち

の将来像を描き、目指す方向を共有する。五本松団地がどのように生まれ変わっているか、

参加者の共通のイメージを育む。 

 

ステップ３：ゴールまでのルートを探す 

まちが示す課題や機能例をもとにしながらニーズの大小や優先度を話し合い、五本松団地

の活用方針を検討する。参加者の発想力を高めるため、先進事例などをもとに学びのプロセ

スも加える。 

 

ステップ４：ゴールにたどり着く方法を考える 

課題を解決するための取組アイデアについて検討する。まちの課題を解決するという公共

性を保ちながら、参加者の独創的な視点も引き出すことで、参加者がまちづくりに参加する

楽しさを感じられることも意識する。 

 

ステップ５：ワークショップの成果をまとめる 

これまでに話し合ったことをもとに、成果として取りまとめる。広く町民に対して成果発

表の機会を持つなど、ワークショップとしての目標を設定することで、参加者意識を高める

工夫も取り入れる。 

 

住⺠ワークショップ実施後は、まちづくりにけるワークショップの効果を⼗分検証し、以後の住⺠

意見の反映の仕方にフィードバックします。基本構想策定後、事業完了までの各プロセスにおいても

「町⺠とともに考える」ことに重きを置き、まちへの愛着、施設に対する愛着を生むきっかけとなる

ことを意識します。 
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９． 基本構想策定に関する組織体系 

基本構想策定に関する組織体系図は次のとおりです。 

 

 

                   ←意見反映 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１０． 整備スケジュール 

交流拠点整備事業のスケジュールは、おおむね次のような計画です。 

 

1 年目（平成 30 年度） 基本構想策定方針の取りまとめ 

2 年目 基本構想策定 

3 年目 基本計画策定 

4 年目 実施設計 

5 年目 工事着工 

6 年目 供用開始 

 

 

 

・町民アンケート 

・パブリックコメント 

町 長  町 議 会  

交流拠点整備検討委員会 

（仮称） 
住民ワークショップ 

五本松交流拠点施設整備推進室（事務局） 

庁内検討部会（関係課で組織） 

報 告 → 

↑報告 ↓指示 

情報発信→ 

←意見反映 
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第1回作業部会
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町⺠WS事前説明会

15~16⽇ 第1回幹事会

第2回作業部会第1回検討委員会

第3回作業部会

第4回作業部会

第2回町⺠WS

まつりパネル展示
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第5回作業部会
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